
Ⅰ はじめに 

人生 100年時代の到来や、超スマート社会の実現に

向けた人工知能やビッグデータ等の技術革新、グロー

バル化の急速な進展により、これらの社会は大きく変

化を迎えようとしている。今後の予測が困難で、不確

実性が増す現代社会においては、これまで以上に知・

徳・体のバランスの取れた「生きる力」を育むことが

求められる。中でも、子どもたちが様々な変化に積極

的に向き合い、他者と協働して課題を解決してく力が

より求められていくだろう。 

子どもたちにとって、これからの人生を豊かに、た

くましく生きていくためにも、生涯にわたって健康を

保持増進し、豊かなスポーツライフを実現する資質・

能力を育むことが求められている。その実現に向けて、

学校教育における体育授業の充実は避けては通れない

ものである。 

また、私のこれまでの教員経験からも、体育の授業

は、「生きる力」を育むことに直結していると感じてい

る。勝敗を争う中で時には涙し、時には笑顔で喜び合

うなど集団で協力することの価値を学んだり、自己の

記録を伸ばそうと真剣な表情で学習に取り組んだりす

る児童の姿を数多く見てきた。私は、そのような体育

授業でこそ味わうことのできる経験が児童を大きく成

長させると感じている。また、体育は他教科では経験

することのできない運動に関する知識や、社会規範を

守る力、他者と強調する力や思考力など、個々の児童

のもっている力を様々な場面で伸ばせる教科であると

確信している。 

そこで私は体育授業を根幹とした指導を実践し、よ

い体育授業を目指していくことで、児童の「生きる力」

を伸ばそうと考えた。よい体育授業は、必ずや児童を

運動好きにさせ、生涯にわたって運動に親しむ資質や

能力の育成につながると考えている。 

以上の理由から、研究主題を設定し自己研究を重ね

ている。 

 

 

 

 

Ⅱ 研究主題について 

運動好きな児童の育成に向けては、これまでの先行

研究からも児童が「わかる」「できる」「かかわる」こ

との保障された体育授業が必要不可欠である。 

そこで、児童の「生きる力」を育み、運動好きな児

童の育成、生涯にわたってスポーツに親しむことがで

きるようにするためにも、この３つの視点で授業研究

を深めていくことにした。 

今回は平成 26 年度から令和元年度までの６年間の

実践をもとに研究をまとめた。 

 

Ⅲ 仮説と手立て 

 「わかる」・「できる」・「かかわる」の３つの視点で

３つの仮説を立て、各領域や単元を通しての授業実践

を行った。 

手立て（１）児童にとってわかりやすい具体的な掲示

物の活用 

手立て（２）学習内容の精選と毎時間の明確な発問計

画と思考場面の確保 

手立て（３）ボールゲームにおける具体的な場面設定

と、その状況に応じた判断をする思考場

面の確保 

 

手立て（４）身に付けさせたい力を明確にしたパワー

アップタイムの充実 

手立て（５）自校の児童の課題に応じた自校体操の作

成 

 

「わかる」・「できる」・「かかわる」ことが保障された体育授業の実践 

～運動技能の向上と主体的に学び・豊かに関わり合う姿を目指して～ 

さいたま市立大久保東小学校教諭  藤井 諒紀 

仮説１ ～「わかる」に関して～ 

運動の仕方や、動きのポイント、ボールゲーム

などにおける具体的な状況判断の仕方が「わか

る」ことによって、児童は運動を理解し「できる」

ことにつながるだろう。 

仮説２ ～「できる」に関して～ 

単元を通して身に付けさせたい力を明確にし、

基礎的な技能を毎時間繰り返し行うことで運動

技能が向上し、「できる」ことにつながるだろう。 



手立て（６）できた実感を得られるような教材・教具

の開発 

手立て（７）具体的な言葉がけや、関わり合いの仕方

の例示 

手立て（８）ICT を活用した自己評価・相互評価によ

る関わり合い 

Ⅳ 主な実践と研究対象 

 平成 26年度尾間木小学校第３学年「保健」 

 平成 28年度尾間木小学校第５学年「サッカー」 

 平成 29年度大久保東小学校第５学年「マット運動」 

 平成 30年度大久保東小学校第６学年「走り高跳び」 

 令和元年度大久保東小学校第５学年「ティーボール」 

 

Ⅴ 授業実践 

 仮説１ 「わかる」に関する授業実践 

 手立て（１） 具体的な掲示物の活用 

 ＜リレー・バトンバスの掲示物＞ 

陸上運動のリレーの学

習でバトンパスの掲示物

を作成した。オノマトペを

取り入れながら実際の動

きを写真にして児童とっ

てポイントがわかりやす

い掲示物にした。 

 

 

 

＜バスケットボール＞ 

ボールの持ち方からシ

ュートの打ち方までの流

れを写真資料を作成して

掲示した。シュートの流れ

を「持ち方（おにぎり）→

シュート（蝶）」という運動

言葉をつくり児童にとって

よりわかりやすくした。 

 

 

 

 

 

＜リズムダンス・動きの掲示物＞ 

児童にとってわかりやすい言葉にした動きを写真に

して掲示した。 

リズムに合わ

せて即興的に踊

ることが苦手な

児童は、このカー

ドの動きを参考

にしながら踊る

ことができるよ

うになった。 

 

＜走り高跳び・児童の言葉を使った動きのコツ＞ 

児童が見つけた動き

のコツを掲示すること

で、児童にとってより馴

染みのある表現に近づ

けるようにした。 

児童それぞれが自分

なりに運動のコツを見

つけようと試行錯誤し、

それぞれが動きを深く

理解することにつなが

った。 

 

・児童から出た言葉の例 

「足の裏が見えるよう

に足を上げるといい。」 

「だんだんスピードをあげて、最後までスピード落と

さないとよい。」 

 

＜保健・体験的な学習を通した「わかる」学習＞ 

自分の体の汚れは目に見えにくく、実体験を伴った

理解が難しい。そこで児童が自分の手の汚れをブラッ

クライトで確認し、手の汚れを実際に目で見て体験す

る活動も取り入れた。

実際に自分の手洗いの

不十分さを確認するこ

とで、手洗いの重要性

の深い理解につなげる

ことができた。 

 

 

 

 

 

仮説３ ～「かかわる」に関して～ 

互いを認め合う関わり合いの環境を整えるこ

とで、児童が運動を楽しみ、より「わかる」「でき

る」ことにつなげることができるだろう 

資料１ バトンパスの掲示 

資料２ シュートの掲示 

資料４ 児童の言葉の掲示 

資料５ 教師と動きの確認 

資料６ 養護教諭による手洗いの演示 

資料３ リズムダンスの動き例 



また、健康な生活を送るために、児童が普段の自分

「食事・運動・睡眠、休養」を見直す活動を取り入れ

た。自分の生活を客観的に見直し、健康な生活のため

に自分に必要なことを考えることができた。 

 

手立て（２） 学習内容の明確化と発問計画 

 ＜走り高跳びの単元計画の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のように単元計画に発問を明記することで毎時

間の指導内容が明確になった。また、指導内容がずれ

ることもなくなり、同学年内での指導の共通化にもつ

ながった。 

＜問いがあらかじめ記入されたワークシートの活用＞ 

中心発問をワークシートに明記することで、児童に

とって本時の学習内容を理解しやすいようにした。 

さらに、毎時間の発問に

対する振り返りとまとめ

を行うことを大切にした。

よい振り返りを掲示、紹介

することで、大切な学習内

容がよりわかり、深い学び

につなげられるようにした。 

 

 

 

 

 

 

手立て（３）ボールゲームにおける具体的な思考場面 

 ＜サッカー・様々な戦況における状況判断＞ 

中心発問と具体的場面を児童

に提示し、どんな動きが必要

かを考えさせた。その上でタ

スクゲームに取り組ませ、「わ

かる」と「できる」を結び付

けられるようにした。 

 

 

 

 

仮説② できるに関する授業実践 

手立て（４） パワーアップタイムの充実 

＜マット運動・基礎感覚づくり・運動技能の向上＞ 

かえるの足うち、クマ歩き、

うさぎ跳び、川跳びなどの基

礎感覚づくりを大切にし、繰

り返し指導した。 

また、ゆりかご・倒立など、

主運動に直接つながる運動も

取り入れることで技能の向上

につなげるようにした。 

 

＜走り高跳び・動きの技能向上＞ 

走り高跳びの「助走」「踏切」

「空中姿勢」「着地」の技能向

上のためのパワーアップタイ

ムを工夫した。 

・「助走」…ミニハードルを利用したリズムアップ走

（「１・２・１・２・１・２・３・！」のリズムでリズ

ムよく走り抜ける。 

 

・「踏切」…ボールを蹴

り上げ（「１・２・３！」

で足音を意識して行う。） 

 

 

 

 

毎時間の中心発問 

中心発問と関連し

た本時でねらう力 

中心発問と具体的な状況を図や絵で提示 

資料７ 生活を見直すワークシート 

資料８ 発問を明確にした単元計画  

資料９ 発問入りワークシート 

資料 10 児童の振り返りの掲示 

資料 11 発問の提示 

資料 12 発問の掲示物と、まとめにつなげる掲示 

資料 13 基礎感覚づくりの運動 

資料14 リズムアップ走 

資料 15 ボール蹴り上げ 



・「空中姿勢」…ハードル利用したはさみ跳び 

（「１・２・３！」

で着地も意識しなが

ら行う。） 

 

 

身に付けさせたい技能を明確にして、毎時間反復練

習を行わせることで運動技能の向上を図った。 

 

手立て（５） 自校の課題に合った自校体操の作成 

＜立幅跳び・反復横跳びを取り入れた自校体操＞ 

本校の新体力テストの結果

から、立幅跳びと反復横跳び

の記録がさいたま市の平均と

比較して大きく下回っている

ことがわかった。そこで記録

の向上のために立幅跳びと反

復横跳びの動きを自校体操に

取り入れ、体育の学習の時間

に行うようにした。 

 

手立て（６） できた実感を得られる教材教具の開発 

＜サッカー・運動の苦手な児童のための教材の工夫＞ 

サッカーは足を使うという運動の特性上、技能差

がはっきりとしがちである。自分の思うようにボー

ル操作もできない児童が多いことから、児童みんな

が運動を楽しみ、ゴールできるような教材を考える

必要があった。そこでボールを操作する際に、手を

使ってもよい場所を取り入れた「サポートサッカー」

という教材を考え実践した。「サポートゾーン」と呼

ばれる手でボールを操作できる場を設定し、足での

ボール操作が苦手な児童もゲームに参加できるよう

にルールを工夫した。これにより、ボール操作が苦

手な児童も、うまく手でパスを出して得点に関わっ

たり、動きを理解してゴールしたりする姿をみるこ

とができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜走り高跳び・恐怖心を和らげる工夫＞ 

走り高跳びのバーをゴムに

することで、児童の恐怖心を

和らげるようにした。児童は

失敗を恐れず記録に挑戦する

ようになったと同時に、落ち

たバーを戻す時間も短縮さ

れ、運動に取り組む時間も向

上した。 

また、単元の最後には本来のバーで走り高跳びに取

り組む時間も確保し、次の学年につなげられるように

した。 

 

＜ティーボール・技能を高める教具の活用＞ 

打動作の中でもバットの

水平なスイングをねらうた

め下図のような教具を採用

した。 

児童は、打ち方を意識し

ながらバットを振り、ペッ

トボトルを打つ。打ったペットボトルがどれだけ進ん

だかで自分の打ち方がどうだったかを確認することが

できるようにした。ペットボトルの位置を確認するこ

とで個人の技能を可視化し、意欲の向上につなげられ

るようにした。 

 

 

 

 

 

仮説３ 関わるに関する授業実践 

手立て（７） 豊かな言葉がけや関わり合いの例示 

どの授業でも、肯定的な人間関

係を構築するために、温かな言葉

がけを「ハッピーワード」として紹

介した。教師も自ら温かな言葉が

けを広め、温かな言葉がけをして

いる児童を称賛していくことで温

かな授業づくりを行った。 

また、学習の中にハイタッ

チを位置づけ、よい動きや友

達の努力にハイタッチで応

えるような学習を計画した。 

失敗したり、悲しんだりし

ている友達には「ロータッ

チ」をして励まし合うなど、

この場所は手を使っ

てもよい 

ペットボトル 

進んだ位置を確認する目印 

カラーコー

ン 

資料 16 ハードルジャンプ 

資料 17  

自校体操に取り組む様子 

資料 18 サッカーのルールの工夫 

資料 19 高跳びの教具 

資料 20  

水平バットスイングの様子 

資料 21 水平バットスイングの教具 

資料 22 ハッピーワードの掲示 

資料 23 仲間とハイタッチ 



常に思いやりを持って友達と接していく姿を目指して

授業を構成した。温かな雰囲気の中で、児童が共に新

記録を喜び合ったり、励まし合ったりする姿が多くみ

られるようになった。 

 

手立て（８） ICTなどを活用した関わり合い 

走り高跳びの授業では、ICTを活用して、走り高跳

びをした際の自分の動きを確認する活動を取り入れた。

児童は、目指す走り高跳びの

良い動きと照らし合わせなが

ら互いに動きを見合いアドバ

イスし合った。より高い記録

を目指そうという共通の目標

に向かって積極的にアドバイ

スし合い、よさを認め合いなが

ら関わり合う姿が見られた。 

 

Ⅵ 成果 

仮説１ 「わかる」に関して 

３年の保健の学習では、健康のために大切なことを

毎時間繰り返し指導した。健康に過ごすために必要な

「食事・運動・睡眠、休養」の３つを「健康トライア

ングル」と名付け、毎時間指導を行った。単元開始時

と終了時の児童の健康についての理解に関するアンケ

ートを行い、成果を図った。結果は以下の表のように

なった。 

 

上記のように、健康に関する多くの項目で回答の割

合が上昇していることから、多くの児童が健康に対し

ての理解を深めることができ、「わかる」ことにつなが

ったと感じている。しかしながら、ここで理解した健

康についての知識を、具体的に実生活にどう生かして

いくかについては課題が残った。 

仮説２ 「できる」に関して 

＜ティーボールの技能分析から＞ 

ティーボールの実践では、単元開始時と終了時に児

童の打動作を 10 段階に分け分析し、得点化した。な

お、この打動作についての観察的評価基準は、「小学校

３年生のベースボール型ゲームにおける授業における

投能力及び打能力に関する研究」（スポーツ教育学研究

38）を参照して調査した。調査結果は下記の表の通り

になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査の結果 10項目すべての数値の向上が見られた。

打運動を分析し、その技能を伸ばすために「水平スイ

ング」などをはじめとしたパワーアップタイムを取り

入れたこと、毎時間の指導項目の明確化を行ったこと

で、児童の打動作が向上したと考える。 

しかしながら、今回の実践は教師１人での映像分析

であることや、児童の調査時の試技回数などを踏まえ

ると今後はさらに深く客観的に調査をし、より信頼の

おける分析にしていく必要がある。 

 

＜新体力テストの結果の向上＞ 

自校体操に反復横跳びと立幅跳びの動きを取り入れ、

その数値の高まりを検証した。自校体操を取り入れた

平成 29年度と令和元年度の数値で比較した。 

男女別６学年計 12 項目で調査し、さいたま市の平

均と自校の平均値を比較し、どれだけ市平均を上回っ

ているかで記録の伸びを比較した。 

比較結果は以下のようになった。 

 

   

 Ｈ29年度 Ｒ１年度 

立ち幅跳び ２ ５ 

反復横跳び ４ ４ 

 

上記のように、立ち幅跳びに関して市平均を上回る

学年が増えた。しかし反復横跳びに関しては市平均を

上回る項目は変化しておらず、成果が上がったとは言

えなかった。 

毎時間準備運動として取り組んでいるが、それゆえ

に形骸化してしまっているのか、より記録を高めるた

めの方法を探って記録の向上を目指したい。 

資料 25 ３年 保健の学習アンケート 

資料 26 打動作についての調査結果 

資料 24  

ICTを活用した関わり合い 

資料 27 さいたま市平均を超えた学年数 



仮説３ 「かかわる」に関して 

＜Ｈ30年度走り高跳びの形成的授業評価から＞ 

Ｈ30年度の走り高跳びの学習は、前述の「ハッピー

ワード」や「ハイタッチ」、「ＩＣＴの活用を通した豊

かな関わり合い」の手立てを多く取り入れ、友達と協

力する力や豊かな人間関係、仲間づくりの力の育成を

目標として単元を構成した。 

 

授業の形成的授業評価は上の図のようになった 

どの項目もおおむね高い数値となっているが、特に

「成果」の値が上昇したこと、「協力」の値が上昇した

ことから前述のような手立ては有効であったと考える。 

 

＜Ｈ30年度 ６年 診断・総括的評価から＞ 

 

これまで述べてきた「わかる」「できる」「かかわる」

視点を取り入れた授業研究を行ってきた１年間の診断

的・総括的評価として平成 30 年度の６年生の結果が

上記のものである。この結果からも、１年を通して、

「楽しむ」「できる」「学ぶ」「守る」すべてにおいて数

値の上昇が見られたとがわかる。 

これまでの６年間の研究を通して、「わかる」「でき

る」「かかわる」ことが保障された体育授業は、運動技

能の向上や主体的に学び、豊かに関わり合う姿につな

がっていると考える。今後も「わかる」「できる」「か

かわる」ことを視点としてさらに成果が上がるように

研究を続けていきたい。 

 

 

 

 

 

Ⅶ 課題 

▲各調査の測定の仕方や、評価方法が最適であったか

をよく検討して研究を深める必要がある。 

▲調査の結果としては全体の平均値は伸びていても、

児童個人でみると数値が減少していたり、伸び悩ん

でいたりする児童もいた。この点に目を向け、より

児童の運動技能を伸ばしたり、運動を楽しめたりす

る支援を考えていく必要がある。 

▲新体力テストの成果に関しては、学年が変わってい

ること、同学年内での比較でないことなどを踏まえ

て、より効果を測定することのできる測定方法を考

えていくことが必要である。 

▲成果と課題を踏まえ、今後も技能の向上と主体的に

学び合う姿を目指した授業改善に取り組んでいく。 
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